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［背景・ねらい］ 

2014 年度から極短穂型で高糖分茎葉タイプの飼料イネ専用品種「たちすずか」の種子が市販

されたことにより、本県の一部の地域でも栽培がはじまり、今後も極短穂型品種の需要が高ま

ると考えられる。極短穂型品種は、従前から栽培されている穂重型品種と比べて、TDN 含量が

高いと言われているが、TDN 含量を測定するためには、供試する家畜が 4 頭以上であることに

加えて、消化試験に必要な試料の準備など多大な労力がかかる。一方、飼料イネサイレージの

TDN 含量は、ペプシン・セルラーゼ法による in vitro 乾物消化率（IVDMD）と粗灰分（CA）含

量を分析することで、深川らの式により精度よく推定できることが明らかとなっている（2005

年度成果情報 深川ら）ものの、この式は穂重型品種を使って作成したものであり、栽培面積

の拡大が見込まれる極短穂型品種については含まれていない。そこで、「たちすずか」および

「たちあやか」のサイレージについて、牛の消化試験を実施し、過去に作成した深川らの式が

極短穂型品種に適応可能か否かについて検証することをねらいとする。 

 

［成果の内容・特徴］ 

１．極短穂型品種「たちすずか」および「たちあやか」のサイレージの TDN 含量は 49.5%～59.5%

の範囲であり、品種、生育段階、収穫体系および栽培地域などで異なる（表 1）。 

 

２．TDN 含量の実測値と推定 TDN 含量は、正の有意な相関関係にあり、両者に差がない

（P=0.456）ことから、IVDMD および CA を分析することで、TDN 含量を精度良く推定で

き、その推定式は TDN 含量= 0.329×IVDMD - 0.688×CA + 44.5 である（表 1、図 2）。 

 

 

 

 

 

 

［成果の活用面・留意点］ 

１．TDN 含量推定式は、従前の穂重型品種だけでなく、極短穂型品種「たちすずか」および「た

ちあやか」のサイレージにも適用可能である。 

２．極短穂型品種「たちすずか」および「たちあやか」は、穂重型品種よりも TDN 含量が低

い値になることもあるので、詳細な飼料設計を行う場合には、本推定式を活用する。 

３．ロールベールのサンプルは、少なくとも上層部、中央部および下層部の 3 ヵ所から採取し、

1kg 程度をサンプリングする必要がある。 
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［具体的データ］ 

 

表1．飼料イネサイレージのTDN含量および推定TDN含量．

特性 供試品種 生育段階 TDN 
1） 推定TDN 

2） 誤差率     収穫体系 地区名

含量（%） 含量（%） （%）

極短穂型 たちすずか 黄熟期 49.5 48.5 2.0 フレール型収穫機 
3) 雲仙市

極短穂型 たちすずか 黄熟期 53.8 55.0 2.2 フレール型収穫機 雲仙市

極短穂型 たちすずか 糊熟期 58.3 55.6 4.6 モア・ロールベーラ 平戸市

極短穂型 たちあやか 黄熟期 52.9 53.8 1.7 フレール型収穫機 雲仙市

極短穂型 たちあやか 糊熟期 59.5 58.2 2.2 モア・ロールベーラ 平戸市

1）黒毛和種雌牛4頭の消化試験により実測値を測定．

2）深川らの式（TDN含量= 0.329 × IVDMD - 0.688 × CA + 44.5, R
2
=0.815, P<0.001）により算出．

3）ダイレクトカット方式によるフレール型の飼料イネ専用収穫機．

4）対応のある平均値の差の検定（t検定）．

実測値と推定値の差の検定4） 有意水準   　P=0.456

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1．極短穂型品種における推定 TDN 含量と     

TDN 含量との関係． 

1）推定 TDN 含量は，表 1 の 2）の式により算出． 
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